
高萩市市民憲章

ザ 、 自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう
｢ 1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 ．礼儀を正しくし､うるﾖｦ,”る識ﾌくりましょう

1 元気d動き､豐かなまちをつくりましょう

,思いやりのある、あだだかいまちをつくりましょう』
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～保健婦活動～

市民の健康づくり

をめざして

惨
後
列
左
か
ら
、
五
島
、
草
野

小
泉

前
列
左
か
ら
、
野
口
、
松
井

健
康
で
あ
る
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
、
病
気
の
早
期
発
見
が
目
的
で
す
。

こ
れ
に
は
、

乳
幼
児
七
か
月
児
健
診
、
一
歳
六
か
月
児
健

診
、
二
歳
児
歯
科
健
診

旨
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Ｉ
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■
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Ｆ
矛
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４
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三
皇
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ｉ
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Ｆ
Ｉ
－
ａ
ｕ
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Ｉ
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目
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旦
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日
凸
里

現
在
、
市
に
は
五
人
の
保
健
婦
が
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動

内
容
は
広
く
、
市
内
全
域
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
分
担
し
て

受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

保
健
婦
の
仕
事
は
、
健
康
な
人
か
ら
病
気
で
床
に
つ
い
て

い
る
人
ま
で
、
す
べ
て
の
市
民
を
対
象
に
、
健
康
上
の
相
談

や
正
し
い
知
識
の
普
及
な
ど
を
行
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
主
な
保
健
婦
活
動
の
紹
介
と
、
乳
が
ん
自
己
検

診
法
・
冑
集
団
検
診
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

健
康
診
査
・
集
団
検
診

〈
）

苛
脚

乳幼児の健診をうけたい

（7か月児、 1歳6か月

児、 2歳児）

舞露烏”
成
人一般
健
康
診
査
、
結
核
検
診
、
胃
集

団
検
診
、
婦
人
か
ん
検
診

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

会
場
で
は
、
結
果
に
基
づ
い
て
必
要

な
人
に
は
助
言
を
行
い
、
ま
た
早
期
発

見
の
た
め
の
講
話
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
の
過
ご
し
方
や
よ
り
よ
い
た
め
の
講
話
、
そ
の
他
老
人
ク
ラ
ブ
や
ま
た
、
地
区
に
出
向
い
て
も
実
施
し

食
生
活
、
家
族
に
病
人
が
出
た
と
き
の
地
域
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
時
な
ど
、
健
て
い
ま
す
．

介
護
法
、
あ
る
い
は
育
児
に
関
し
て
の
康
に
関
す
る
講
話
を
し
て
い
ま
す
。

知
識
・
情
報
な
ど
を
、
い
ろ
い
ろ
な
か

め
品
品
品
品
品
品
品
品
‐
品
品
品
品
＆
‐
品
品
品
品
‐
品
品
品
品
品
品
‐
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品

健
康
教
育

成人病について検診や生活指

導などをうけた

静
｡

、◎

悪
へ

軍 d/

「（

た
ち
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

学
ん
で
い
く
も
の
で
す
。

こ
れ
に
は
、
定
期
的
に
行
っ
て
い
る

も
の
と
し
て
、
妊
婦
教
室
や
婚
前
学
級

が
あ
り
ま
す
。

随
時
、
行
っ
て
い
る
も
の
に
は
高
血

圧
教
室
（
一
般
健
康
診
査
後
血
圧
が
高

か
っ
た
市
民
を
対
象
）
、
が
ん
予
防
の

た
め
の
講
話
、
そ
の
他
老
人
ク
ラ
ブ
や

地
域
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
時
な
ど
、
健

康
に
関
す
る
講
話
を
し
て
い
ま
す
。

妊娠中の生活、出産などの

注意を知りたい
（
）

ハ
窪
廻
偏
バ
ゾ
一

家族計画などについて相談

したい

育
児
や
し
つ
け
の
問
題
、
自
分
の
血

圧
値
を
知
り
た
い
、
塩
分
の
量
を
控
え

る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
な
ど
、

健
康
に
関
し
て
不
安
や
聞
き
た
い
こ
と

か
あ
る
時
な
ど
、
保
健
婦
が
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
定
期
的

に
毎
週
土
曜
日
（
午
前
九
時
～
十
一
時
）

と
毎
月
第
一
水
曜
日
（
午
後
一
時
～
三

時
）
に
行
っ
て
い
ま
す
。

や
身
体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
の
介
護

の
仕
方
な
ど
、
家
庭
に
出
向
い
て
助
言

を
し
た
り
、
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の

相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
診

健
康
相
談

家
庭
訪
問

諺
ー

ねたきりの人の介護や栄養

について指導をうけたい

般
健
診
等
の
結
果

"…，潤掌万増懲くば週‘ (2)



自
己
検
診
は
、
生
理
が
終
わ
っ
た
四

～
五
日
あ
と
、
ま
た
閉
経
し
た
人
は
、

毎
月
、
日
を
決
め
て
行
い
ま
す
。
も
し
、

し
こ
り
が
み
つ
か
っ
た
ら
す
ぐ
外
科
医

に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

市
役
所
で
は
、
毎
年
婦
人
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
際
乳
が

ん
の
自
己
検
診
法
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

昭
和
五
十
六
年
か
ら
五
十
八
年
の
い

①
鏡
の
前
で
両
手
を
下
げ
た
と
き
と
上

げ
た
と
き
の
乳
房
の
形
、
大
き
さ
、
皮

膚
の
ひ
き
つ
り
等
を
見
ま
す
。
ひ
き
つ

り
か
あ
る
よ
う
な
と
き
は
要
注
意
で
す

②
あ
お
向
け
に
寝
て
反
対
側
の
手
指
で

乳
房
を
外
側
か
ら
内
側
に
、
次
い
で
内

側
か
ら
外
側
に
押
さ
え
る
よ
う
に
し
て

乳
が
ん
は
、
死
亡
率
は
低
い
の
で
す

が
、
毎
年
の
よ
う
に
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
他
の
が
ん
と
違
っ
て
〈
自

分
で
発
見
で
き
る
唯
一
の
が
ん
〉
な
の

で
す
。
早
期
に
発
見
す
れ
ば
百
パ
ー
セ

ン
ト
近
く
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
進

ん
で
自
己
検
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

さ
わ
っ
て
ノ
、
だ
さ
い

乳
が
ん
の
発
見
は

自
分
の
手
で

し
こ
り
が
あ
っ
て
も

『
が
ん
』
と
は
限
ら
な
い

乳がん自己検診は5人に1人／ ず
れ
か
に
婦
人
が
ん
検
診
を
受
け
た
人

に
、
そ
の
後
実
際
に
自
己
検
診
を
行
っ

て
い
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

次
に
、
今
年
の
冑
集
団
検
診
の
際
に

数
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
な
か
で
、
受
診
さ
れ
た
人
の

年
齢
、
受
診
回
数
、
受
診
理
由
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

年
齢
構
成

五
十
代
、
四
十
代
、
六
十
代
、
三
十

代
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
差
は

胃
の
集
団
検
診

|
している

{12.7％）代
代
代

０
０
０

３
４
５

しでいない:霧;(35.7％）

画

(23.7％） (23.6％）

ー
60代
以上

(25.0％）

孔
、
、
ノ
〃 ’全体 (29‘3％）(20．0％）

※アンケーl､回答者839人 高萩市
浸
透
し
て
い
る
こ
と
か
わ
か
り
ま
す
。

受
診
理
由

「
健
康
に
注
意
す
る
年
齢
に
な
っ
た

た
め
」
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
が
、

「
胃
の
調
子
が
悪
い
た
め
」
が
十
八
％

あ
り
、
二
番
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

み
ら
れ
ま
せ
ん
。

受
診
回
数

「
五
回
以
上
」
は
、
全
体
の
四
分
の

一
強
を
占
め
て
お
り
特
定
の
人
に
は
、

昭和59年度胃集団検診アンケート回答集計

1 ． 受診回数
記入なし12人

期間: S.59. 7. 2～14 (12日間）

受診者数: 1,112人

アンケー|､回答者：

1,101人

調査方法：検診希望者に問診表とと

もにアンケート用紙を配布し、受

診時回収した

胃
集
団
検
診
を
受
け
た
人
は
、
今
年

一
、
二
二
人
で
し
た
。
年
々
、
受
け

る
人
が
わ
ず
か
で
す
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
自
分
の
か
ら
だ
、
健
康
に
関
心

が
持
た
れ
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
一
度
も
受
け
た
こ
と

が
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
症
状

か
出
な
い
う
ち
に
、
進
ん
で
受
け
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

ー.

診者の県平均は

(S.56年度）
一一

約30％

2． 受診理由（複数回答）

1 .健康に注意すそ

年齢になった ノ ’813人(73.8%)

2,胃の調子が

悪いため
198人(18.0%)

3. 1m縁者等にがん

死亡者があるため
185人(16．8%)

4周囲の人にすす

められたため
36人（3.3％）

36人（3.3％）5.そ の 他

『
’
一

6回答な し 6人(0.5%)

(3)
テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です。

25.2％） 〃蛎溺〃 （25.1％）



今
年
の
大
会
は
、
九
十
三
チ
ー
ム
が

参
加
し
八
月
二
十
五
日
か
ら
、
日
曜
日

ご
と
に
六
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。決
勝
戦
は
、
十
月
七
日
に
パ
ワ
ー
ズ

対
電
電
高
萩
で
行
わ
れ
、
四
ｌ
｜
で
パ

パ
ワ
ー
ズ
が
一
一
回
目
の
優
勝
／

第
十
二
回
市
長
杯
争
奪

軟
式
野
球
大
会

ポーツの秋
●
ｒ
●

～体力づくり

健康づくりに～

七
チ
ー
ム
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た

男
子
優
勝
秋
山
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

女
子
優
勝
駒
木
原
マ
マ
ソ
フ
ト

十
月
七
日
、
十
日
の
二
日
間
、
高
浜

運
動
広
場
で
、
第
五
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
男
子
二
十
チ
ー
ム
、
女
子

ワ
ー
ズ
が
二
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

優
勝
パ
ワ
ー
ズ

準
優
勝
電
電
高
萩

第
三
位
助
川
電
気
工
業
㈱

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｕ

最
優
秀
選
手
賞
渡
辺
恭
伸

（
パ
ワ
ー
ズ
）

敢
闘
賞
飛
田
博
行

（
奉
弓
奉
呈
酉
哩
秋
）

打
撃
賞
田
口
滋
美

五
割
七
分
（
パ
ワ
ー
ズ
）

市
民
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

（
》

搦
識

十
月
七
日
⑧
、
高
浜
連
動
広
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
第
三
十
六
回
市
民
軟
式
庭

球
大
会
が
、
百
六
チ
ー
ム
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

一
般
男
子
飛
田
・
鈴
木
剛
組

一
般
女
子
水
上
・
熊
谷
組

壮
年
米
村
・
谷
田
部
組

中
学
男
子
尾
藤
・
稲
沢
組

中
学
女
子
高
橋
・
瀬
戸
組

十
月
十
四
日
日
、
市
民
体
育
館
で
行

わ
れ
た
第
十
回
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
に
は
男
子
六
チ
ー
ム
、
女
子
九
チ
ー

ム
が
参
加
し
技
を
競
い
ま
し
た
。

男
子
優
勝
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｃ

女
子
優
勝
愛
好
会
Ｂ

蕊

市
民
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

市
民
軟
式

庭
球
大
会

十
月
七
日
日
、
高
浜
す
も
う
場
で
、

高
浜
少
年
す
も
う
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
大
会
に
は
、
市
内
の
ほ
か
、
日

立
市
や
北
茨
城
市
な
ど
か
ら
十
二
チ
ー

ム
の
豆
力
士
が
集
ま
り
、
参
加
者
は
約

九
十
人
、
応
援
者
を
合
わ
せ
る
と
約
百

五
十
人
に
な
り
ま
し
た
。

団
体
優
勝
日
立
市
チ
ー
ム

個
人
優
勝
（
敬
称
略
）

一
・
二
年
黒
沢
大
志
（
日
立
市
）

三
年
鹿
野
龍
一
（
北
茨
城
市
）

四
年
棚
橋
基
紀
（
駒
木
原
）

》舜一毎歩託》一幸》弓》で》》５シ誰》令も》》雰一》《舜要詮シ《

『
…
～
俶
墹
Ｉ
…
Ｉ
ｉ
ｆ
ｆ
Ｉ
ｉ
刊
隅
捕
畷
側
崎
棚
閣
糊
刊
製

が
ん
ば
れ
豆
力
士

〃
科
学
万
博
″

移
動
展
が
開
か
れ
る

科学博
だより

（
｝

燕蕊嘩

…'85

五
年
岸
寛
明
（
那
珂
湊
市
）

六
年
鎌
田
健
（
日
立
市
）

"…ﾗ科学万圃懲<Iざも5 (4)



県
の
婦
人
海
外
派
遣
団
「
婦
人
の
つ

ば
さ
」
に
、
今
回
高
萩
市
か
ら
た
だ
一

人
参
加
し
た
小
林
静
江
さ
ん
（
有
明
町
）

は
、
九
月
二
十
六
日
か
ら
十
月
六
日
ま

で
の
十
一
日
間
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ

両
国
の
進
ん
だ
婦
人
活
動
の
実
態
を
祝

一

海
外
の

婦
人
活
動
を
視
察

〃
婦
人
の
つ
ば
さ
″

十
月
二
日
㈹
、
大
相
撲
秋
場
所
で
、

み
ご
と
幕
内
優
勝
を
飾
っ
た
多
賀
竜
関

令
恥
、力
も
と
横
綱
柏
戸
の
鏡
山
親
方
と
と

も
に
高
萩
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

多
賀
竜
関
は
、
市
長
・
副
議
長
に
優

勝
の
喜
び
を
伝
え
、
今
後
も
一
層
の
努

力
を
す
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
多
賀
竜
関
の
来
庁
を
聞
き
つ

〃
会
心
の
笑
顔
〃

カナダでホームステイする小林さん(左）

あ
ち
ら
は
、
特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
盛
ん
で
す
。
日
本
で
も
最
近
は
ず

い
分
広
ま
っ
て
来
て
い
ま
す
が
、
あ
ち

ら
で
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
を
育
て
あ
げ
て
い
る
の
で
、

自
然
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
溶
け
込
め
る

よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
大
学
に
は
、

婦
人
の
開
放
講
座
が
あ
り
さ
ま
ざ
ま
な

察
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
形
で
婦
人
の
教
育
の
場
が
罐

「
婦
人
の
つ
ば
さ
」
は
、
一
昨
年
か
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。
矛

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
三
回
目
、
県
こ
と
か
ら
、
婦
人
の
社
会
去

内
の
各
市
町
村
で
地
域
活
動
に
従
事
す
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

る
婦
人
た
ち
が
、
海
外
視
察
で
視
野
を

今
度
の
視
察
で
良
か
つ

広
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

参
加
し
た
の
は
小
林
答
ん
を
〈
鳳
膜
ん
な
こ
と
で
す
か
，
’

た
三
十
一
人
、
今
年
の
目
標
は
、
「
生
「
自
然
の
雄
大
さ
や
、
ち
り

涯
教
育
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
社
会
活
動
て
い
な
い
ま
ち
の
き
れ
い
さ

と
地
域
活
動
」
と
い
う
こ
と
で
す
．
ま
し
た
。
特
に
、
カ
ナ
ダ
で

小
林
さ
ん
を
訪
ね
て
お
話
を
伺
っ
て
庭
に
民
泊
し
た
と
き
は
、
暖

き
ま
し
た
。
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

「
自
然
の
雄
大
さ
や
、
ち
り

形
で
婦
人
の
教
育
の
場
が
確

の
で
す
か
？

け
て
集
ま
っ
た
約
二
百
人
の
市
民
の
前

で
も
、
多
賀
竜
関
、
鏡
山
親
方
か
ら
喜

び
と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
集
ま
っ
た
市
民

か
ら
盛
大
な
拍
手
と
暖
か
い
声
援
が
送

ら
れ
る
中
で
、
多
賀
竜
関
は
会
心
の
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
も

ー

一
つ
落
ち

て
い
な
い
ま
ち
の
き
れ
い
さ
に
は
驚
き

ま
し
た
。
特
に
、
カ
ナ
ダ
で
現
地
の
家

庭
に
民
泊
し
た
と
き
は
、
暖
か
い
心
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
留
学
し
て
い

る
娘
に
も
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
Ｉ
》河
川
博
が
開
か
れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
オ

ー
リ
ン
ズ
で
は
、
ハ
ッ
ピ
を
着
て
科
学

万
博
音
頭
も
披
露
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

小
林
さ
ん
は
、
現
在
、
民
生
委
員
や

オ
パ
ー
ル
婦
人
会
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
視
察
の
体
験
を
生
か
し
て
、
さ
ら
に

力
を
尽
く
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

立
さ
れ
、

訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
婦
人
の
社
会
参
加
は
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
＆

た
こ
と
は

斉
藤
さ
ん
宅
（
高
萩
八
一
九

三

二

で
、
こ
の
ほ
ど
手
づ
く
り
に
よ
る
姫
路

城
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
姫
路
城
は

す
べ
て
銅
製
、
細
か
い
技
術
が
施
さ
れ

は
ん
と
う
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

斉
藤
さ
ん
が
、
銅
板
を
使
っ
た
工
芸

（
銅
工
芸
）
の
ア
イ
デ
ア
を
思
い
つ
い

た
の
は
、
三
年
ほ
ど
前
、
日
製
の
日
立

工
場
を
退
職
さ
れ
て
か
ら
、
老
化
防
止

に
と
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
。
か
ね
て

か
ら
〃
銅
〃
に
つ
い
て
は
、
知
識
も
豊

か
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
も
ち
前
の
器
用

技術と根気の結晶

姫路城が
完成／

ー

手づくりの銅工芸に意欲

を燃やす斉藤任三さん

（65才）

さ
が
相
ま
っ
て
、
銅
工
芸
の
ア
イ
テ
ア

を
思
い
つ
い
た
そ
う
で
す
。

一
作
目
は
「
船
」
を
手
が
け
、
そ
の

後
パ
リ
の
「
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
」
や
「
薬

師
寺
」
、
「
東
京
タ
ワ
ー
」
と
、
次
々

に
す
ば
ら
し
い
作
品
を
製
作
、
今
度
完

成
し
た
「
姫
路
城
」
は
、
斉
藤
さ
ん
の

五
作
目
の
作
品
で
す
。

こ
の
「
姫
路
城
」
の
製
作
に
と
り
か

か
っ
た
の
が
、
今
年
の
三
月
、
完
成
ま

で
約
半
年
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。
実
際

に
現
地
に
お
も
む
き
、
写
真
を
と
り

模
型
を
手
に
入
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

大
き
な
銅
板
を
み
が
い
て
、
細
か
く
切

っ
た
り
、
折
っ
た
り
、
模
様
を
入
れ
た

り
・
・
・
…
た
い
へ
ん
な
技
術
と
根
気
が

い
る
手
作
業
で
す
。
毎
日
、
製
作
に
明

け
暮
れ
、
す
ば
ら
し
い
作
品
が
出
来
上

が
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
完
成
す
る
ご
と
に
、
手
づ
く
り

の
楽
し
み
が
わ
い
て
き
て
、
技
術
も
さ

ら
に
向
上
し
、
ま
た
次
の
作
品
へ
の
意

欲
が
わ
い
て
来
る
と
い
う
斉
藤
さ
ん
、

次
は
、
成
田
山
の
大
塔
を
計
画
し
、
す

で
に
準
備
に
入
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

体
が
じ
ょ
う
ぶ
な
う
ち
は
、
庭
に
十

価
ぐ
ら
い
並
べ
て
、
三
人
の
子
ど
も
た

ち
に
も
分
け
て
あ
げ
た
い
と
、
意
気
満

々
、
う
れ
し
そ
ゞ
７
に
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

斉
藤
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
と
お
母
さ
ん

の
三
人
暮
ら
し
。
「
高
萩
は
、
静
か
で

災
害
も
少
な
く
、
ほ
ん
と
う
に
よ
い
所

で
す
Ｊ
と
奥
さ
ん
の
ト
メ
ノ
さ
ん
。

健
康
に
気
を
付
け
て
、
ま
た
作
品
を

拝
見
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。

(5） テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 1 51 ． 1 152です


